
Ⅱ－３５３ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

第 10 章 コスト縮減対策 

 

 

 10.1 コスト縮減対策の提案等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  10.1.1 ****工に関するコス

ト縮減対策の検討 

 

 

 

  10.1.2 ****施設に関するラ

イフサイクルコスト

低減の検討 

 

当該業務で実施したコスト縮減対策に関し、検討の視点、内

容及びその結果等、成果物への反映状況を具体的に記述す

る。 

・「農業農村整備事業等の新コスト縮減計画について」（平成

12年 9月 1日付け農村振興局長通知）に基づく、具体的な

コスト縮減施策の取り組みを行うため、当該業務で検討し

た具体的内容を記述する。 

 

・コスト縮減に資する検討項目（新材料や新工法の採用・ライ

フサイクルコストの低減に資する施設の導入・環境負荷の軽

減や環境に配慮した施設の検討など）として、当該業務の受

注者の提案等に基づき実施した検討内容（比較検討の過程や

結果）を整理し記述する。 

 

・また、検討の前段として、上記によりコスト縮減施策を提

案・検討するに至った経緯（提案の前提条件、提案者は甲か

乙か）、検討による効果（縮減費用や環境負荷の軽減内容）

などについても具体的に記述する。 

 

 

第 10 章 コスト縮減対策 

 

 

 10.1 コスト縮減対策の提案等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  10.1.1 ****工に関するコスト縮減対策の検討 

 

 

 

 

  10.1.2 ****施設に関するライフサイクルコスト低減の検討 

 

 



Ⅱ－３５４ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

第 11 章 施工計画 

11.1 仮設計画 

11.1.1 仮廻し計画 

(1)仮廻し道路 

 

 

 

 

 

 

 

(2)仮廻し水路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)交通止め 

 

 

 

 

a)仮廻し道路（迂回路）幅員、舗装構成、設計速度、道路延

長について記述する。 

 

 

 

 

 

 

a)仮廻し水路の仮排水量、水路断面、延長等について記述す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a)当該工事範囲を交通止めにより施工する場合には「発注者

と協議し、この区間は交通止めにより、別途示した迂回路

を確保し施工する」と記し、その内容を記述する。 

 

第 11 章 施工計画 

11.1 仮設計画 

11.1.1 仮廻し計画 

(1)仮廻し道路 

（例）     設計区間と交差する道路において、次の事項を発注者と協議し設計条件を整理して計画を行う。 

       位置   ：No.○○＋○○○ 別紙図-○.○ ○○○○図参照 

       幅員   ：○.○○m 

       舗装構成 ：○○○○舗装 

       設計速度 ：○○km/h 

       道路延長 ：○○○○m 

 

(2)仮廻し水路 

（例）        1)工事用用地内にある用水路は、現況機能程度の構造で仮廻しを行う。 

用水量 ： ○○.○ m3/s   延    長 ： ○○○.○ m  

用水路仮廻し     

S=1:○○ 

 

 

 

 

 

2)工事用用地内にある排水路は、現況機能程度の構造で仮廻しを行う。 

仮排水量 ： ○○.○ m3/s   延    長 ： ○○○.○ m  

排水路仮廻し     

S=1:○○ 

 

 

 

 

 

 

(3)交通止め 

（例）      発注者と協議し、この区間は交通止めにより、別途示した迂回路を確保し施工する。 

別紙図-○.○ ○○○○図参照 



Ⅱ－３５５ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

11.1.2 工事用道路計画 

(1)進入路 

 

 

a)工事場所までの施工機械（運搬車輌等）から定まる必要道

路幅、勾配、舗装構成、延長及び用地条件等を記述する。 

 

11.1.2 工事用道路計画 

(1)進入路 

（例）      最寄りの国・県道・又は主要地方道から、工事現場に至る進入道路の具備すべき条件としては資材・機材・土砂 

等の搬入出に利用し、ダンプトラックあるいは、11t大型トラックの走行を想定して、幅員4.5m以上、縦断勾配10%

以内、最小回転半径12.0m以上を確保する。 

建設機械の全幅は下表のとおりであり、進入道路としてはダンプトラック、トレーラ等を考慮し全幅員4.5m（有効

幅員3.5m）とする。 

表-○.○ 機種別必要幅員 

機             種 全幅(m) 

ト ラ ッ ク 11t 2.5 

ダ ン プ ト ラ ッ ク  2.5 

ト レ ー ラ 20t 2.5 

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 11t 2.2 

ト ラ ッ ク ミ キ サ ー 11t 2.5 

当該計画においては、上記の条件を満たす県道○○・○○線より進入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        図-○.○ 進入路位置図 

 



Ⅱ－３５６ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

(2)工事用道路及び搬入路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1.3 仮設ヤード計画 

(1)施工方法 

 

a)場内工事用道路の幅員、舗装構成、勾配、延長等を記述す

る。また、搬入路の位置、幅員、勾配等について記述す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a)切土･盛土･転圧･舗装の流れを施工機種の配置計画を基に作

成し記述する。 

 

(2)工事用道路及び搬入路 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 標準断面図 

 

11.1.3 仮設ヤード計画 

(1)施工方法 

（例）     仮設ヤードは、施工する道路面上で施工ヤードが不足する場合に計画する。特に現道拡幅で、一般車の通行が多

く規制がかけられない場合に路線沿いの借地可能な農地等を利用して仮設ヤードを造成する。 

 

1)仮設ヤードの目的 

造成する仮設ヤードは、重機等の建設機械の仮置、流用土の仮置および各種資材の仮置など目的に合わせた計

画とする。 

2)仮設ヤードの造成 

仮設ヤードは、盛土による方法、敷鉄板による方法など目的ならびに経済性、復旧の容易さを考慮して計画す

る。 

 



Ⅱ－３５７ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路工事の施工順序 

 

着 工 

路 盤 工 

路 肩 工 

路床準備工 

側 溝 工 

仮設準備工 

土 工

 

排水管渠工 

集 水 桝 工  

路肩舗装工 

遮 断 層 工  

ガードレール 

設 置 工  

アスファルト 

舗 装 

マーキング工 

後片付け 

竣 工 



Ⅱ－３５８ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

(2)路盤材の仮置場 

 

 

(3)プラント設備 

 

 

 

11.2 施工方法 

11.2.1 現場条件 

(1)社会的条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)関連工事及び機関名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)産業廃棄物 

 

a)計画路線沿いか指定地とするかを記述する。また、その位

置を測点等で表示し必要寸法を記述する。 

 

a)アスファルト舗装、コンクリート舗装、地盤改良等の必要

スペース寸法に基づき、工事用プラント設備全体の必要敷

地寸法及び設置位置について記述する。 

 

 

 

a)交通関係：施工場所への使用搬入道路名を記載し、通行支

障対策等について記述する。また、環境関係：周辺農地、

通勤･通学及び住宅地等への環境対策について記述する。 

 

 

 

 

 

 

a)関連工事名及び本工事に関する関係機関名を記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a)工事により発生する産業廃棄物について記述し、指定処分

場、指定業者、帳票等による確認方法について記述する。 

 

(2)路盤材の仮置場 

（例）     路盤材を施工の進捗に応じて適切に供給できない場合は、路線沿いまたは指定地に供給先から搬入して仮置す

る。 

(3)プラント設備 

（例）      工事が大規模かつ各種資材の供給地から遠隔地にある場合は、現場に近接した箇所にプラント設備を計画する。 

 

 

11.2 施工方法 

11.2.1 現場条件 

(1)社会的条件 

（例）      ・交通関係：搬入道路は、国道○号から進入し、県道○○号○○・○○線を使用する。 

 ・環境対策：1)工事現場は常に整理整頓に努め、工事に使用する機械、機具、資材などをほ場や路上に放置しな

いように注意する。 

2)ダンプトラックなどの土砂、資材運搬にあたっては路上への落下防止を考慮し、帆布にて覆うな

どの措置を講じる。 

3)重機作業（積・卸作業を含む）に当たっては、一般交通への危険防止及び人家、架線などの損傷

防止のため、見張人の設置又は必要な保護措置を講じる。 

 

(2)関連工事及び機関名 

（例）      ・関連工事：○○○○事業 ○○○○工事 

   ・関係機関： 

 

表-○.○ 関係機関一覧表 

機関名 協議内容 備考 

○○電力 埋設物確認および試掘立ち会い  

○○警察署 通行止めに関する協議  

○○鉄道 路線バスの路線変更協議  

 

(3)産業廃棄物 

（例）      取り壊しにより、コンクリート屑およびアスファルト屑が産業廃棄物として発生する。これらの廃棄物は、県知

事の許認可を受けた処理業者に搬出し、処理場が発行する帳簿等により処理状況を確認する。 
 



Ⅱ－３５９ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

11.2.2 準備工 

(1) 工事測量 

 

 

 

(2) 事前調査 

 

 

 

 

 

 

11.2.3 切盛土工事 

(1) 土量配分計画 

 

 

a)設計図書に基づく、中心線測量に関する既設測量杭及び新

設杭の座標計算書等について記述する。また、現場での用

地境界杭の確認方法について記述する。 

 

a)工事予定路線内の既設構造物の事前調査項目について記述

する。（地下埋設物、送電線、横断排水路、横断橋梁、横断

河川、工事予定路線との周辺取付道路状況及び道路管理者

等） 

 

 

 

 

a)工事工程･運搬距離に基づく土量配分計画について記述す

る。 

 

11.2.2 準備工 

(1)工事測量 

（例）   この工事の水準点は、別図に示す KBM.A（ EL=○○.○○○m ）と KBM.B（ EL=○○. ○○.○○○m）である。仮

水準点、用地杭等は現場で確認する。 

 

(2)事前調査 

（例）     工事施工にあたっては、次の諸事項について事前に調査する。 

1)近接建物 

2)横断橋梁 

3)井戸 

4)道路舗装状況 

 

11.2.3 切盛土工事 

(1)土量配分計画 

（例） 

表-○.○ 土工数量明細 

工  種 種  目 規 格 数 量 単位 

◆表土処理     

表土処理 片切り掘削工法 L=1.5km 1,996.6 m3 

〃 オープン掘削工法 L=1.5km 477.0 m3 

◆横断流用運搬     

ブルドーザ  L=10m 1,826.7 m3 

◆縦断流用運搬     

ブルドーザ  L=24m 1,008.6 m3 

◆盛土締固め     

路床盛土   280.7 m3 

路体盛土   2,987.9 m3 

◆運搬搬出残土     

ダンプトラック  L=0.16km 5,046.8 m3 

 
表土掘削 

○○○.○m３ 

埋戻 

○○○.○m３ 

路体盛土 

○○○.○m３ 

掘削 

○○○.○m３ 

購入土 

○○○.○m３ 埋戻 

○○○.○m３ 

路床盛土 

○○○.○m３ 



Ⅱ－３６０ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

(2)土質定数と土量換算係数 

 

a)工事に使用する切盛土材について設計時点の土質定数、土

量換算係数について記述する。 

 

(2)土質定数と土量換算係数 

（例） 

表-○.○ 土質の構成率 

区 分 砂質土 軟岩 1 軟岩 2 中硬岩 計 

片 切 り 
土量 2915.960 1690.590 2.150  4,608.700 

率 0.3549 0.1145 0.00000  0.4694 

オープン 
土量 1109.360 1900.390 172.140  3,181.890 

率 0.1350 0.2313 0.0209  0.3872 

段 切 り 
土量 276.160 88.110 0.000  364.270 

率 0.0336 0.0107 0.00000  0.0443 

床 掘 
土量 62.000 0.000 0.000  62.000 

率 0.0187 0.00000 0.00000  0.0187 

 
土量      

率      

全 体 
土量 4363.480 3679.090 174.290  8,216.860 

率 0.5310 0.4478 0.0212  1.000 

 

 

表-○.○ 土質換算係数 

区 分 土の変化率 構成率 加 重 摘 要 

砂質土 0.90 0.5310 0.478  

軟岩Ⅰ 1.15 0.4478 0.515  

軟岩Ⅱ 1.20 0.0212 0.025  

中硬岩 1.25    

硬 岩 1.40    

     

換算係数 1.018  
 



Ⅱ－３６１ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

(3)締固め基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)既設構造物及び地下埋設

構造物 

 

 

 

 

 

 

 

(5)土取場及び土捨場計画 

 

a)設計 CBR確保に必要な盛土材の締固め基準について記述す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

a)切盛土工に関連する既設構造物及び地下埋設構造物の占有

位置、移設･撤去･復旧方法等の施工方法について記述す

る。 

 

 

 

 

 

 

a)切盛土工に必要な土取場及び土捨場計画の位置、範囲等に

ついて記述する。 

 

(3)締固め基準 

（例）        ・路床盛土は、均一で所定の支持力を得るため、設計図書に明示された材料、含水比、まき出し厚及び 

施工方法等により施工する。 

・路体部の締固めは、原則としてブルドーザを使用する。まき出し厚は、締固め後の一層の仕上がり厚 

さが30㎝以下となるような厚さとし、各層は均一に締固める。 

・路床土の締固めは、原則としてタイヤローラを使用する。まき出し厚さは締固め後の一層仕上がり厚 

が20㎝となるような厚さとし、各層は均一に締固める。 

・路床の盛土材料の最大寸法は、20cm程度を標準とする。 

 

(4)既設構造物及び地下埋設構造物 

（例） 1)既設構造物の撤去・復旧 

工事に支障となる既設構造物は、バックホウによる掘取り、または大型ブレーカーによる取壊しにより撤去す

る。その場合、取壊し前に写真、寸法および数量等を記録する。 

その記録に基づいて、復旧する場合には既設と同等以上の機能を有する施設とする。 

2)地下埋設物 

工事に支障となる地下埋設物は、管理者と協議のうえで移設、または適切な保護工を行う。なお、掘削時の影響

だけでなく、施工時の荷重等による影響にも配慮する。 

 

(5)土取場及び土捨場計画 

（例）      土取場は、盛土に要求される品質基準の土砂が安定して供給できる○○○とする。 

土捨場は、掘削残土を適切かつ環境に悪影響を及ぼさないで処分できる○○○に計画する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     図-○.○ 土取場および土捨場位置図 



Ⅱ－３６２ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

 (6)標準横断図 

 

a)上記による工区、工種別切盛土工標準横断図を添付する。 

 

(6)標準横断図 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図-○.○ 標準断面図（盛土区間） 

 



Ⅱ－３６３ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

11.2.4 路床工 

(1)設計 CBR 

 

 

 

 

 

 

 

(2)排水条件 

 

 

(3)路床条件 

 

 

 

(4)締固め基準 

 

 

11.2.5 路盤工（上層･下層路

盤） 

(1)締固め基準 

 

 

 

 

 

 

(2)排水条件 

 

 

 

(3)仕上り厚さ 

 

 

a)設計 CBRが確保できる路床材の材料名及び路床高さについ

て記述する。 

 

 

 

 

 

 

a)路床工事の排水方法について記述する。 

 

 

a)設計時点の計画路床基面の土質条件について記述する。 

 

 

 

a)含水比、まき出し厚、転圧回数等について記述する。 

 

 

 

 

a)含水比、まき出し厚、転圧回数、締固め機種について記述

する。 

 

 

 

 

 

a)路盤工の排水方法について記述する。 

 

 

 

a)上層･下層路盤の仕上り厚さについて記述する。 

 

11.2.4 路床工 

(1)設計 CBR 

（例）      対象路線は設計 CBR=○○で、位置、土層および高さは下表の通りである。 

  設計 CBR 土 層 高さ(m) 

No.○○＋○○ ○○ 砂混粘土 GL-0.60 

No.○○＋○○ ○○ 砂混粘土 GL-0.60 

 

なお、設計値の CBR値以上が得られるよう材料を選定し、施工する。 

 

(2)排水条件 

（例）      路床、路盤の破壊は、水の浸透による場合が多いので、工事中の排水は良好になるように注意する。 

 

(3)路床条件 

（例）      路床が均一で、所定の支持力が得られるように高まきを避け、適切な含水比で入念に締固める。 

締固め機械、敷き均し厚および締固め回数は、試験施工によって決定する。 

 

(4)締固め基準 

（例）      原則、締固めで規定するが、粘性土で締固めできない場合は、飽和土または空気間の確率で規定する。 

 

11.2.5 路盤工（上層･下層路盤） 

(1)締固め基準 

（例）  1)下層路盤 

一層の仕上り厚を 20cm以下とし、10t以上のロードローラー、あるいは 8～20tのタイヤローラーで規定の密度

まで締め固める。 

2)上層路盤 

一層の仕上り厚を 15cm以下とし、10t以上のロードローラー、あるいは 8～20tのタイヤローラーで規定の密度

まで締め固める。 

 

(2)排水条件 

（例）      敷き均した材料は、締固め前に降雨にあうと細粒分が流出するので、必ずその日のうちに締固める。 

また、降雨によって路盤に水溜りを生じたり、過度の含水状態とならないように排水に注意する。 

 

(3)仕上り厚さ 

（例）    以下を標準とする。 

1)下層路盤   20cm以下 

2)上層路盤   15cm以下 
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(4)上層路盤工法 

 

 

 

 

 

 

 

11.2.6 表層土 

(1)アスファルト表層 

 

 

 

(2)コンクリート版 

 

 

 

 

 

(3)土砂系舗装 

 

a)上層路盤については、粒度調整工法、セメント安定工法、

石灰安定処理工法、瀝青安定処理工法等の設計採用工法に

ついて記述する。 

 

 

 

 

 

 

a)混合式工法、浸透式工法等の材料、配合、温度管理、施工

時期等について記述する。 

 

 

a)コンクリート版による舗装区間は、その範囲及び配合、混

合方法、運搬、舗設について記述する。 

 

 

 

 

a)土砂系舗装による舗装区間は、10.2.5 で記述した路盤工構

成と将来舗装の関係について記述する。 

 

(4)上層路盤工法 

（例）      上層路盤工には、次の工法があるが経済性、施工性を考慮し、○○○工法とする。 

1)粒度調整工法 

2)セメント安定処理工法 

3)石灰安定処理工法 

4)瀝青安定処理工法 

5)切込砕石 

 

11.2.6 表層土 

(1)アスファルト表層 

（例）       良質の混合物を用いて、所定の密度が得られるよう十分締固め、平坦になるよう入念に施工する。 

工法は、3工法あるが施工性、経済性から○○○を選定する。 

 

(2)コンクリート版 

（例）        均質で所定の規格に合致したコンクリート版を造るため、「コンクリート標準示方書 設計編」に準拠し、施

工する。 

施工順序は次のとおりとする。 

練混ぜ → 運搬 → 舗装 → 養生 → 交通開放 

 

(3)土砂系舗装 

（例）        所定の横断勾配、縦断勾配に平坦かつ均一に仕上がるように、モーターグレーダーによる整形、ローラーによ

る転圧を行う。 
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11.3 工程計画 

11.3.1  機械計画 

 

 

a)設計において採用した作業の種類別（伐開除根、掘削、積

込み、掘削／運搬、敷ならし、締固め、整地等）建設機械

名を記述する。 

 

11.3 工程計画 

11.3.1  機械計画 

(1)土工事 

（例）        伐開除根、掘削、積込み、運搬等を対象とし、下表の建設機械を用いて作業する。 

表-○.○ 作業の種類と建設機械 

作業の種類 建設機械の種類 

伐 開 除 根 ブルドーザ、レーキドーザ、チェンソー、草刈り機 

掘 削 ショベル系掘削機（パワーショベル、バックホウ、ドラグライン、クラムシェル） 

トラクタショベル、ブルドーザ、リッパ、ブレーカ 

積 込 み ショベル系掘削機（パワーショベル、バックホウ、ドラグライン、クラムシェル） 

トラクタショベル、バケットホィールエキスカベータ 

掘削/積込み ショベル系掘削機（パワーショベル、バックホウ、ドラグライン、クラムシェル） 

トラクタショベル、バケットホィールエキスカベータ 

掘削、運搬 ブルドーザ、スクレープドーザ、スクレーパ 

運 搬 ブルドーザ、ダンプトラック、ベルトコンベア 

敷 均 し ブルドーザ、モータグレーダ 

含 水 量 調 節 プラウ、ハロウ、モータグレーダ、散水車 

締 固 め タイヤローラ、タンピングロータ、振動ローラ、ロードローラ、振動コンパクタ、ランマ、

タンパ、ブルドーザ 

整 地 ブルドーザ、モータグレーダ 

溝 掘 り トレンチャ、バックホウ 
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(2)舗装工事  (2)舗装工事 

（例）        次表に示す建設機械を用いて作業する。 

表-○.○ 作業機械一覧表 

工 種 
作 業 内 容 

備 考 混 合 用 運搬用 敷ならし用 締 固 め 用 そ の 他 

路 床 

  ブルドーザ 
モータグレーダ 

ロードローラ 
タイヤローラ 
振動コンパクタ 
振動ローラ 

  

下 層 路 盤 

  ブルドーザ 
モータグレーダ 

ロードローラ 
タイヤローラ 

振動コンパクタ 
振動ローラ 

散水車  

上

層

路

盤 

粒度調整工法 
(路上混合) 

  混合と同時施工 
ロードスタビライ
ザ 

モータグレーダ 

ロードローラ 
タイヤローラ 
振動コンパクタ 

振動ローラ 

散水車  

粒度調整工法 
(プラント混合) 

連続ミキサ付きプ
ラント 
バッチミキサ付き
プラント 

ダンプ 
トラック 

アグリゲートスプ
レッダ 
モータグレーダ 

ロードローラ 
タイヤローラ 
振動コンパクタ 
振動ローラ 

  

瀝 青 安 定 
処 理 工 法 
(プラント混合) 

連続ミキサ付きプ
ラント 
バッチミキサ付き
プラント 

ダンプ 
トラック 

スファルトフィ
ニッシャ 
アスファルトスプ
レッダ 

ロードローラ 
タイヤローラ 
振動コンパクタ 
振動ローラ 

散水車 
スィーバ 

加熱・常
温混合 

瀝 青 安 定 

処 理 工 法 
(路上混合) 

ディストリビュー
タ 

ロードスタビライ
ザ 

 モータグレーダ 
アスファルトフィ

ニッシャ 

ロードローラ 
タイヤローラ 

振動ローラ 

散水車 
スィーバ 

加熱・常
温混合 

セ メ ン ト 
安定処理工法 
(プラント混合) 

連続ミキサ付きプ
ラント 
バッチミキサ付き

プラント 

ダンプ 
トラック 

アグリゲートスプ
レッダ 
モータグレーダ 

ロードローラ 
タイヤローラ 
振動ローラ 

散水車 
スィーバ 

石灰安定
処理工法
も同じ 

セ メ ン ト 
安定処理工法 
(路上混合) 

モータグレーダ 
スタビライザ 
セメントスプレッ
ダ 

 混合と同時施工 ロードローラ 
タイヤローラ 
振動ローラ 

散水車 
スィーバ 

石灰安定
処理工法
も同じ 

表

層 
加熱混合式工法 

連続ミキサ付きプ
ラント 
バッチミキサ付き
プラント 

ダンプ 
トラック 

アスファルトスプ
レッダ 
アスファルトフィ
ニッシャ 

ロードローラ 
タイヤローラ 
振動ローラ 

散水車 
スィーバ 

常温混合
も同じ 

浸透式工法 

  アグリゲートスプ
レッダ 

ロードローラ 
タイヤローラ 

同上及びディ
ストリビュー

タ(アスファ
ルト散布) 

 

コンクリート版 

コンクリートプラ
ント 

ダンプトラッ
ク・トラック
ミキサ 

コンクリートスプレッダ 
(敷きならしと同時施工) 
コンクリートフィニッシャ 

バイブレータ 

同上及びコン
クリートカッ
タ(目地切断) 
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11.3.2  施工日数 

 

a)作業の種類別で計画した建設機械を基とした、仮設準備

工、切盛土工、路床工、路盤工、表層工、付帯構造物工、

産業廃棄物処理工、原形復旧工及び後片付けまでの各工種

毎の施工日数を算出し記述する。 

 

11.3.2  施工日数 

（例）        機械計画に基づき、各工種毎の施工日数を算出する。 

工 程 計 算 書 

工 種 名 数 量 単位 
日作業量 

(QD) 

実作業日数

(日) 

設計稼働

日数 

1班当たり 

設計作業日数 
班編成 

設計作業

日数 

備

考 

直接工事費 

(処分費等を除く)          

幹線道路工          

          

加藤岡川横断工          

 横断工仮設工 

(仮廻し水路工)        39  

･コルゲートパイプ(仮設) 

設置･撤去 86.700 m 1.22 71.07 19 113 3 38  

･･バックホウ掘削(一般) 56.000 m3 220.00 0.26 19 1 2 1  

･･埋戻土投入 44.700 m3 160.00 0.28 19 1 2 1  

･･埋戻 44.700 m3 14.70 3.05 19 5 2 3  

･･コルゲートパイプ布設･撤去 10.000 m 2.20 4.55 19 8 2 4  

･土のう締切設置･撤去 0.550 m3 0.60 0.92 19 2 2 1  

          

 横断工本工事        306  

土工        46  

･バックホウ掘削(一般) 224.000 m3 300.00 0.75 19 2 2 1  

･バックホウ掘削(一般) 1,680.000 m3 220.00 7.64 19 13 2 7  

･埋戻し 192.000 m3 14.00 13.68 19 22 2 11  

･･バックホウ掘削(一般) 192.000 m3 310.00 0.52 19 1 2 1  

･盛土・埋戻(人力) 192.000 m3 14.70 13.07 19 21 2 11  

･埋戻し 285.000 m3 12.03 23.70 19 38 2 19  

･･バックホウ掘削(一般) 285.000 m3 310.00 0.92 19 2 2 1  

･･盛土・埋戻(人力) 285.000 m3 14.70 19.39 19 31 2 16  

･･振動ローラ締固め(1) 285.000 m3 84.00 3.40 19 6 2 3  

･埋戻しコンクリート工 22.200 m3 6.57 3.38 19 6 2 3  

･･生コンクリート打設(人力) 22.200 m3 8.10 2.75 19 5 2 3  

･･コンクリート養生 22.200 m3 34.50 0.65 19 2 2 1  

･人力基面整正 283.000 m2 50.00 5.66 19 9 2 5  
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11.3.3  工程計画表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.4 安全計画 

11.4.1  資材搬入対策 

 

 

 

 

11.4.2 環境影響対策 

 

 

 

 

 

 

 

11.4.3  既設埋設物対策 

 

a)上記による工程計画表を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a)資材搬入時の車輌重量制限橋梁等の有無、待避所の確保、

バス路線対策等について記述する。 

 

 

 

a)工事による周辺地区への騒音、濁水、塵埃等の対策につい

て記述する。 

 

 

 

 

 

 

a)電気、ガス、水道その他管渠、ケーブル等の安全対策につ

いて記述する。 

 

11.3.3  工程計画表 

（例）        工種・施工日数から工事工程表を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.4 安全計画 

11.4.1  資材搬入対策 

（例）      当該路線 No.○○+○○を横断する県道○○線は○○鉄道バスのバス路線であるが、周囲に迂回する道路が無 

く、通行止めも出来ないことから、道路横断位置の宅地を借地して仮設道路を設置する。工事中は終日１車線の 

交互通行とする。添付資料 P○○に計画平面図を示す。 

 

11.4.2 環境影響対策 

（例）    1)工事現場は常に整理整頓に努め、工事に使用する機械、機具、資材などをほ場や路上に放置しないように注意す

る。 

2)ダンプトラックなどの土砂、資材運搬にあたっては路上への落下防止を考慮し、帆布にて覆うなどの措置を講じ

る。 

3)重機作業（積・卸作業を含む）に当たっては、一般交通への危険防止及び人家、架線などの損傷防止のため、見

張人の設置又は必要な保護措置を講じる。 

 

11.4.3  既設埋設物対策 

（例）      掘削断面内に移設できない地下埋設物がある場合には、試掘段階から本体工事の埋戻・路面復旧の段階までの 

間、適切に埋設物を保護し、維持管理する。 

埋戻・路面復旧時には、地下埋設物の位置、内容等の留意事項を関係作業員に周知徹底する。 
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第 12 章 工事特別仕様書 

 

 

12.1  現場条件 

(1)地質 

(2)隣接工事 

(3)騒音・振動・防塵 

(4)産業廃棄物処理 

(5)交通対策 

(6)濁水処理対策 

 

12.2 指定仮設 

(1)工事用道路 

(2)土捨て場及び仮置き場 

(3)仮排水施設 

(4)土留、その他 

 

12.3 工事用地 

(1)借地 

(2)境界杭 

 

12.4 工事用材料 

 

12.5 施工方法 

 

第 13章 数量計算書 

 

工事特別仕様書の書式・項目は「工事特別仕様書記載例（平

成 6年 2月発行）」等に準じて作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数量計算書は「土地改良工事標準積算マニュアル（案）」に基

づいて作成する。 

 

第 12 章 工事特別仕様書 

「工事特別仕様書記載例（平成 6年 2月発行）」に準じて作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 13章 数量計算書 

「土地改良工事標準積算マニュアル（案）」に基づいて作成する。 

 

 


